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　目的　第三報においては第一報・第二報と同じ目的で，福祉先進国の一つであるドイツ

と，それに隣接するルクセンブルクにおいて調査を行った。

　方法　1988-' 90,'92-'93年にドイツ・ハイデルベルク市において調査した。1991-' 93年
にはルクセンブルク市の高齢者施設を訪問した。ハイデルベルク市ではハイデルベルク大

学老人学部，ハイデルベルク市役所老人福祉課，高齢者施設を訪問。老人学の研究の動向，

行政における福祉施策，高齢者施設の現状及び動向を調査し，更に施設入居者および在宅

の高齢者に面接し，生活歴および現在の生活などについて質問した。ルクセンブルク市に

おいては高齢者施設の入居者に面接■ 3年間にわたり追跡調査をおこなった。これらを総
合して｢高齢者にとって意義ある生活をもたらすものは何か｣のてがかりを得る。

　結果　ドイツの高齢者施設の動向は，施設内での生活状況について自立して暮らすボー

ンハイムの形態を増設する方向に動いており，市の行政も老人学の見地から，高齢者も学

び成長することができるとの理念に基づいて，在宅高齢者にさまざまな活動の場を用意し，
高齢者の自発的意欲を尊重且つ活力ある生き方への支援方策に動きつつあることが把握で

きた。ルクセンブルク市の高齢者施設は約100年の歴史を持ち美しい建物と環境のなかで
平均年齢85歳の後期高齢者が経済的にも安定した生活を送っている。そこでは基本的人間

の尊厳が保たれ，ほとんどが自然死で終わる。積極的生活態度を持つ入居者との面接では
生活態度は明るく施設内の役員の役割を持つなど活動的であり，家族・親族との交流が多

くの高齢者にとって生きがいの一部を支えていると思われる。
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高齢社会における価値観と資産の世代間継承

　　　　　　　　　　東京家政学院大　家政　上村協子

目的:経済成長期に資産を形成した世代が高齢期となり、高齢者の資産を誰に移転するか

が、注目されている。では、高騰者が次世代に継承させるm値観とはなにか。家族を通じ

て移転する「もの」についての研究を継続してきたが、本報告では. r価値観」の継承に

ついてとりあげ、「もの」と「価値」の世代間m承の枠組みを提示する。

方法ご国原長寿社会日本ジ-ダーシップセンターr高齢者の生きがいに係わる精神的背景’

の日米比較研究」における「世代間の価値の継承に関する予備m査（個別面接聴取法によ

る日米、各6 0人の一般人調査自由回答）」を基礎に、世代間資産移転の研究成果をあわ

せて、検討する。調査内容は大切な「こと（価値）」と「もの(物質) J について

　　　　（1）前世代－＞対象者　　　祖父母　親から受け継いだ大切なこと／もの

　　　　　　　　　　　　　　　　社会から教えられた大切なこと

　　　　(2) 現在の対亀者　　　　　大切にしていること／もの

　　　　(3) 対象者一＞次世代　　　自分の子供に伝えたい大切なこと／もの

　　　　　　　　　　　　　　　　社会全体として次の世代に残すべきこと／もの

椿果：家族がもつ世代をつなぐ檄能に注目すると以下のような特徴的な回答がみられた

日本での「もの」の継承で(It.「土地」が重要な意味をもつ．

親から受け継いだ価値：日本　人に迷惑をかけない、忍耐.一生恩命

　　　　　　　　　　　米国　正直、家族との関係、神を信じる

子供に伝えたい価値：　日本　思いやり. Aに迷惑をかけない、家族や親を大切に

　　　　　　　　　　　米国　教育.正直、尊敬


